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「主は生きておられる」(2)

（ヨハネ20:11～18）

挽地茂男
2019.10.13 日本基督教団千歳丘教会

ディズニーランドで「ディズニー

・イースター」と銘打って、イース

ターの催し

をするよう

になって、

今年で９年

目になります〔2013年は開園30周年、

2018年は開園35周年と重なって休

止〕。今年は、４月４日から６月２

日までが、ディズニー・イースター

の開催日となっています。約６０日。

かなり長いのです。クリスマスもバ

レンタイン・デーもハロウィン〔ち

なみにディズニーハロウィンは2019

年9月10日(火)～10月31日(木)〕も、

キリスト教に起源を持っています

が、本来の意味は大方忘れられて、

年中行事の一つのように慣習化して

います。さてイースターはどうなり

ますか、少々興味のあるところです。

先週もヨハネ福音書から復活の物

語を読んだのですが、今日は最初に、

ヨハネ福音書における主イエスの復

活顕現物語のアウトラインを見てお

きましょう。先週読みました①２０

章１－１０節の「空の墓」の物語。

そこでは、空虚な墓に走ってやって

来て、残された亜麻布と頭の覆いを

目にしただけで、つまり復活の主イ

エスを見ずに信じる弟子が登場しま

した。「来て、見て、信じる」とい

う、接近と観察と信仰のダイナミッ

クな動きを、非常に抑制した書き方

で表現していました。その次に今日

読みます、②２０章１１－１８節の

「マグダラのマリアへの顕現」の物

語です。墓の外に立って、イエスの

亡骸がなくなっていることに、さら

に失意を募らせて泣いているマリア

に、復活の主イエスが現れます。そ

のあとの③２０章１９－２３節の、

ユダヤ人を恐れて、扉を閉ざし、部

屋の中に引きこもってしまった弟子

たちに、主イエスが現れます。その

時、弟子のトマスはその場にいませ

んでした。主

イエスはさら

に、④２０章

２４－２９節

では、そのト

マス（を含む弟子たち）に主イエス

が現れます。そして２１章に入ると、

⑤２１章１－１４節では、ガリラヤ

湖に漁に出かけた弟子たちに、主イ

エスはガリラヤ湖畔に現れて語りか
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け、弟子たちのために主イエス自ら

食卓を整えます。食事が終わると、

⑥２１章１５－１９節で、主イエス

は、ペトロの召命を再確認して、「わ

たしの羊を飼いなさい」と問い、「わ

たしがあなたを愛していることはあ

なたがご存知です」とペトロが答え

ると、「わたしの羊を飼いなさい」

とペトロの使命を明確にしていま

す。そして⑦２１章２０－２５節で

は、ペトロの最期に関して主イエス

が言明します。２０章からは、合計

７つのエピソードが、主イエスの復

活を物語ります。それぞれのエピソ

ードが、主イエスの復活を前提とし

て、信仰者としてどのように生きる

べきかという示唆を含んでいます。

さて今日の物語です。マグダラの

マリアは墓の外に立って泣いていま

した。愛するイエスは十字架で処刑

されたものの、有力者であったアリ

マタヤのヨセフやニコデモの力で何

とか簡略にはしたものの、しきたり

に沿った葬りはできました。安息日

が明けると彼女は、主イエスへの抑

えがたい追慕の念に駆られて――他

の女たちと一緒に(2節「わたした

ち」）――墓にやってきました。する

と墓の入り口がポッカリと空いてい

るではありませんか。何事かと思っ

て中をのぞきますと、納められたは

ずの主イエスの遺体がないのです。

「誰かが主の体を運び去った」のだ

と彼女は思いました。彼女はペトロ

と主の愛された「愛弟子」に伝えま

す。「主が墓から取り去られました。

どこに置かれているのか、わたした

ちには分かりません」（v.2）。二人

とも一大事とばかりに、墓に走りま

す。マリアも弟子たちの後を追いま

す。先についた愛弟子は中をのぞき

ました。しかし、空の墓と、その中

には主イエスの体をくるんでいた亜

麻布とその頭を覆っていた布きれし

か残っていませんでした。あとから

到着したペトロは、それを見るとが

っかりして、墓から帰って行きまし

た。でも主イエスの愛された愛弟子

は「信じた」、と聖書は伝えます。

何かを心に

確信したよ

うでしたが

しかし、彼

はまだ口を

開こうとし
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ません。何かを秘めているようです。

弟子たちはそれぞれの思いを抱いて

「家に帰って行」（v.10）きました。

マリアは一人――今度はおそらく

一人で(13節「婦人よ」[単数]「わ

たし」[単数]) ――そこに残されて

いました。再び見るその空の墓は、

以前よりもいっそう空虚さをまして

いるように思えます。マリアは、自

分の人生にも、心にも、ポッカリと

穴の空いたような喪失感に占領され

て、涙が止まりません。泣きながら

もう一度、墓の中に目をやりました。

なんと言うことでしょう。主「イエ

スの遺体の置いてあった所に、白い

衣を着た二人の天使が見えた」ので

す（v.12）。「一人は頭の方に、もう

一人は足の方に座ってい」ます（v.

12）。体はこわばって何を言ってい

いか分かりません。すると「天使た

ち」（v.13）が語りかけるではあり

ませんか。「婦人よ、なぜ泣いてい

るのか」（v.13）。何を答えていいの

か分かりません。ただお弟子たちに

告げたのと同じ言葉を――「わたし

たち」（複数）を「わたし」（単数）

に変えて――そのまま繰り返すだけ

でした。「わたしの主が取り去られ

ました。どこに

置かれているの

か、わたしには

分かりません」

（v.13）。

こう話してい

ると、マリアは

後ろに誰かの気

配を感じたので

振り向いて見る

と、その人も天使と同じように「婦

人よ、なぜ泣いているのか」（v.15）

と訊きます。そしてさらに「だれを

捜しているのか」（v.15）と訊くの

でした。その人がイエスであるのに、

園丁だと思いこんだマリアは、「あ

なたがあの方を運び去ったのでした

ら、どこに置いたのか教えてくださ

い。わたしが、あの方を引き取りま

す」（v.15）と問いただします。そ

して次の瞬間でした。それは懐かし

いあの声でした。「マリア」。その声

だけで、彼女の中に喜びがこみ上げ

てきます。自分の名前が呼ばれる。

あの懐かしい声が自分の名を呼んで

いるのです。その「マリア」と彼女
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を呼ぶ声に、過去のすべての幸いが

凝縮してくるように感じます。少な

くとも、彼女の心の中で何かが動き

出したことだけは確かでした。

ポール・トゥル

ニエというクリス

チャンの精神科医

が書いた『なまえ

といのち――人格

の誕生』という本

の中で、人は名前

を与えられ、その名が大切に呼ばれ

続けるていくことによって、人格が

誕生し、人格が作り上げられていく

と語ります。その本の中に紹介され

ているエピソードがあります。少し

悲しいエピソードですが、このよう

なエピソードです。ある少女が強姦
レ イ プ

されて妊娠します。精神科医として

彼女と面談し、診察したトゥルニエ

は、少女の精神的苦痛も考えて堕胎

もやむなしと判断します。そしてそ

の少女を見送る間際に、もし「その

赤ちゃんが生まれてくるとしたら、

どんな名前にしたいと思う」と尋ね

ます。その名前が何であったか、思

い出せません〔本は段ボールの箱の

どこかにあるのですが〕。トゥルニ

エから名前を問われただけでした

が、その一言で彼女の内に思いがこ

み上げて、涙を流しながら、堕胎を

思いとどまって出産を決意します。

大変な決意です。名前を呼ぶ、そこ

に人格が顔をのぞかせるのです。「マ

リア。」主イエスは「マリア」と呼

びかけます。「羊飼いは羊の名を呼

んで連れ出す」（ヨハ10:3）とかつ

て言われたとおりでした。「わたし

は良い羊飼いである。わたしは自分

の羊を知っており、羊もわたしを知

っている」（10:14）。「マリア」と呼

ばれただけで、その声の方に体が動

きそうになります。「マリア」とい

う名前は、主イ

エスと彼女の出

会いから今日に

至るまでの歴史

のすべてでした。

「マリア」とい

う名前は、単な

る区別を表す番号や識別標識ではあ

りません。その名前とそれを呼ぶ声

に、主イエスとマリアの歴史のすべ

てが宿っているのです。聖書によれ

ば、神は全ての人の名を知り――聖

書では名前は人格そのものですから

――その名を大切に、そして親しく

呼びかけておられる方なのです。人

は自分の外から、つまり他者から名

前を呼び掛けられて造られていく。
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その根底には、人が神の像（かたち）

として、すなわち神に応答するもの

として神に創られ、

常に神によって呼び

かけられ、人を通し

ても神に呼びかけら

れ、その神との応答

の中で生きるものと

して存在していると

いう事実があるのです。

「マリア」と呼びかけられて、彼

女は「ラボニ」――ヘブライ語で…

「先生」という意味（v.16）――と

振り向いて、その御足にすがりつき、

もうどこへも行かせないように、抱

きしめたいような衝動にかられま

す。すると、主はこう言われます。

「わたしにすがりつくのはよしなさ

い。まだ父のもとへ上っていないの

だから」（Mhv mou a{ptou, ou[pw ga;r

ajnabevbhka pro;" to;n patevra: v.17

a）。マリアには、何のことかよく分

かりません。わたしたちにもよく分

かりません。主イエスへの思慕に駆

られていたマリアがすがりつきたく

なるのは当然でしょう。しかし主イ

エスは、主の復活の体に触ることを

一般的に禁じられているのでないこ

とは、弟子のトマスに復活したご自

分の体を見せて「あなたの指をここ

に当てて、わたしの手を見なさい。

また、あなたの手を伸ばし、わたし

のわき腹に入れなさい」（20:27）と

語っておられることから分かりま

す。主イエスは「神の許から、肉体

を取って地上に降ったロゴス（神の

言）」としての務めから解放されて、

今や自分がかつて出発した父の許に

今帰ろうとしておられるのです。「す

がりつく」という身体的な接触によ

って確かめられる、関係性の次元が

もはや変化し始めているのです。主

イエスを「見ずして信じる」という

信仰の本来的なあり方の一歩手前の

位置に立っているのです。主イエス

に「すがりつく」ことは、主イエス

によって開かれていく霊的な次元の

誕生の出来事に干渉することなので

す。主イエスはそれを禁じておられ

るのです。マリアは主イエスとの新

しい関係の中に生きることが必要な

のです。主を見ずして、主の言葉、

主の命令、主が与える使命の中で生

きると言うことなのです。必要なの

は主イエスへの信頼の中で生きると

言うことなのです。そこで主イエス

はマリアに命じます。「わたしの兄

弟たちのところへ行って、こう言い

なさい。『わたしの父であり、あな

たがたの父である方、また、わたし



- 6 -

の神であり、あなたがたの神である

方のところへわたしは上る』と」（v.

17b）。主イエスはマリアに、お弟子

たち――主イエスは裏切った彼らを

「わたしの兄弟たち」と呼んでおら

れる(v.17)――への伝言を命じられ

ます。主イエスの言葉がマリアの信

仰と行動を促します。彼女は復活の

証人なのです。そしてまた主イエス

の言葉がわたしたちの内にあると

き、わたしたちも生き始め、動き始

めるのです。

「“Boys be ambitious ! ”」（少年

よ大志を抱け！）は、クラーク博士

が札幌農学校を去っていく別れのと

きに学生たちに語った言葉でした。

彼が学生たちと生活を共にしたの

は、わずか８ヶ月でした。しかし、

この８ヶ月の滞在期間に圧倒的な影

響を残して日本を離れたのでした。

その後、学生たちはクラークの精神

を生き始めたのです。主イエスは「わ

たしの父であり、あなたがたの父で

ある方、また、わたしの神であり、

あなたがたの神である方のところへ

わたしは上る」（v.17）と言われま

す。今や別れの

時なのです。マ

リアの中に惜別

への思いと、主

イエスの命じら

れた言葉が錯綜

します。しかし

今は、主の言葉に従って行動すべき

時なのです。

マリアは弟子たちの許に走りま

す。彼女は復活の証人なのです。走

りながら、心は高鳴ってきます。あ

のポッカリと空いた穴に何かが満ち

てきます。その感情をどう名付けて

いいか分かりません。喜びです。い

や、希望です。いや、充実です。い

や、幸せです。いや、生命です。い

や、それらのすべてです。「わたし

は主を見ました」（v.18）。彼女の第

一声でした。彼女はお弟子の許に走

りながら、何度も繰り返したのは主

の伝言だけではなかったでしょう。

「イエスは生きておられる」と何度

も、反芻するように、主イエスを見

た自分の目を確かめるように、繰り

返したのです。「主イエスは生きて

おられる」。

これがキリスト教の根本のメッセ

ージです。これにどんな説明や神学
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的解説を加えても良いでしょう。し

かしそれらは、所詮、説明や神学に

過ぎないのです。この信仰の原石の

ようなメッセージがキリスト教の基

なのです。このメッセージをめぐっ

て、どんな物語が語られてもいいで

しょう。しかしそれらは、所詮、物

語なのです。このメッセージを基礎

に、どんな祭やイベントが営まれて

も良いでしょう。しかしそれらは、

所詮、祭やイベントに過ぎないので

す。このメッセージにどんな反論が

加えられ、撲滅運動が展開されても

いいでしょう。しかしそれらは、所

詮、ただの反論や撲滅運動に過ぎな

いのです。このメッセージが嘘だと

言っているに過ぎないのです。しか

し、このメッセージを信じる者がい

る限り、キリストと共に生きようと

する人はこの世からは絶滅できない

のです。それはこのメッセージが主

イエスとの出会いを経験した人たち

の証言だからです。それはやがて証

言する人の証言を信じる、という「見

ずに信じる」信仰へとつながってい

くのです。そのメッセージが空虚に

ならないのは、それが過去の歴史に

ついて単なる報告ではなく、出会い

を内実として、実のあるものとして

その出会いを再生産するからです。

マルチン・ブーバーという思想家

は『我と汝』とい

う本の中で、人は

〈なんじ〉（あな

たと呼べる存在）

を持てば持つほど

豊かになる、と申

します。それはも

のをもつ豊かさとは、質的に異なり

ます。そして〈なんじ〉（あなた）

とは人はもちろん、自然や動物その

他芸術品や様

々なものをも

含めて、その

人の慈しむす

べてのものが

愛すべき〈なんじ〉となります。そ

してついにブーバーは最後に〈永遠

の汝〉つまり神をも含めて人は〈な

んじ〉を持てば持つほど豊かになる

と語り、その意味で「すべての真の

生とは出合いである」と言い切るの

です。そして人は、愛する相手の中

に自分を注ぎ込み、その自分を注ぎ

込む相手の中に自分を確かめ、自分

が生きている実感を強めていくので

す。多くの人々がマザー・テレサの

働きを「善きサマリヤ人」のような

隣人愛の模範として語ります。しか

しテレサは、自分にとっては、それ
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は単なる善行で終わるものではな

く、「死にゆく人々」をとおして、

実は神と触れあう時、神と出会う時

だと語ります。「私の勇気を褒めて

くださる人々に申しあげたいのは、

私が、ハンセン病者の体に触れ、言

いようのない悪臭を放つ膿の流れる

体に触れるたびに、聖体〔聖餐式〕

でいただくキリストと同じキリスト

の体に触れているのだと確信なしに

は、その勇気はあり得ないというこ

とです。」キリスト教信仰とは、さ

まざまな出会いを通して、最終的に

は、神様との出会いと関わりの中に

自分を見出していく過程なのです。
プ ロ セ ス

先週はお話

しの終わりに、

ヨハネの黙示

録の言葉を読

みました。そ

の言葉は、人

々の心の扉を叩き続けるキリストを

指し示します。ヨハネの黙示録３章

２０節。「見よ、わたしは戸口に立

って、たたいている。だれかわたし

の声を聞いて戸を開ける者があれ

ば、わたしは中に入ってその者と共

に食事をし、彼もまた、わたしと共

に食事をするであろう」この言葉を

絵にした有名な絵があることもお知

らせしました。夜、灯りがついた扉

の前で、キリストがドアをノックし

ています。扉には取っ手（ドアノブ）

がついていません。開けるのは、中

に住む住人以外にありません。イエ

スは今もわたしたちの心の扉を叩い

ておられます。わたしたちが開くと、

キリストは入ってきて、わたしたち

と共に食事をすると言われるので

す。主イエスとの親しい交わりが始

まるのです。

松永希久夫先生は「出会いを再生

産する書物としての福音書」を語り

ました。キリスト教の歴史とは、イ

エスとの出会いに生きた人々の歴史

なのです。その歴史は、「見ないで

信じる」人々の連鎖の中で起きる出

会いの再生産によって支えられてき

たのです。ペトロの手紙一１章８－

９節を読んで終わります。「1:8 あ

なたがたは、キリストを見たことが

ないのに愛し、今見なくても信じて

おり、言葉では言い尽くせないすば

らしい喜びに満ちあふれています。

1:9 それは、あなたがたが信仰の実

りとして魂の救いを受けているから

です。」

2017.4.23 日本基督教団千歳丘教会

2019.10.13 日本基督教団千歳丘教会
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20:1 週の初めの日、朝早く、まだ

暗いうちに、マグダラのマリアは墓

に行った。そして、墓から石が取り

のけてあるのを見た。

20:2 そこで、シモン・ペトロのと

ころへ、また、イエスが愛しておら

れたもう一人の弟子のところへ走っ

て行って彼らに告げた。「主が墓か

ら取り去られました。どこに置かれ

ているのか、わたしたちには分かり

ません。」

20:3 そこで、ペトロとそのもう一

人の弟子は、外に出て墓へ行った。

20:4 二人は一緒に走ったが、もう

一人の弟子の方が、ペトロより速く

走って、先に墓に着いた。

20:5 身をかがめて中をのぞくと、

亜麻布が置いてあった。しかし、彼

は中には入らなかった。

20:6 続いて、シモン・ペトロも着

いた。彼は墓に入り、亜麻布が置い

てあるのを見た。

20:7 イエスの頭を包んでいた覆い

は、亜麻布と同じ所には置いてなく、

離れた所に丸めてあった。

20:8 それから、先に墓に着いたも

う一人の弟子も入って来て、見て、

信じた。

20:9 イエスは必ず死者の中から復

活されることになっているという聖

書の言葉を、二人はまだ理解してい

なかったのである。

20:10 それから、この弟子たちは家

に帰って行った。

20:11 マリアは墓の外に立って泣い

ていた。泣きながら身をかがめて墓

の中を見ると、

20:12 イエスの遺体の置いてあった

所に、白い衣を着た二人の天使が見

えた。一人は頭の方に、もう一人は

足の方に座っていた。

20:13 天使たちが、「婦人よ、なぜ

泣いているのか」と言うと、マリア

は言った。「わたしの主が取り去ら

れました。どこに置かれているのか、

わたしには分かりません。」

20:14 こう言いながら後ろを振り向

くと、イエスの立っておられるのが

見えた。しかし、それがイエスだと

は分からなかった。

20:15 イエスは言われた。「婦人よ、

なぜ泣いているのか。だれを捜して

いるのか。」マリアは、園丁だと思

って言った。「あなたがあの方を運

び去ったのでしたら、どこに置いた

のか教えてください。わたしが、あ

の方を引き取ります。」

20:16 イエスが、「マリア」と言わ

れると、彼女は振り向いて、ヘブラ

イ語で、「ラボニ」と言った。「先生」
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という意味である。

20:17 イエスは言われた。「わたし

にすがりつくのはよしなさい。まだ

父のもとへ上っていないのだから。

わたしの兄弟たちのところへ行っ

て、こう言いなさい。『わたしの父

であり、あなたがたの父である方、

また、わたしの神であり、あなたが

たの神である方のところへわたしは

上る』と。」

20:18 マグダラのマリアは弟子たち

のところへ行って、「わたしは主を

見ました」と告げ、また、主から言

われたことを伝えた。

20:1 Th'/ de; mia'/ tw'n sabbavtwn Mariva

hJ Magdalhnh; e[rcetai prwi` skotiva"

e[ti ou[sh" eij" to; mnhmei'on kai; blevpei

to;n livqon hjrmevnon ejk tou' mnhmeivou.

20:2 trevcei oukai; e[rcetai pro;"

Sivmwna Pevtron kai; pro;" to;n a[llon

maqhth;n o}n ejfivlei oJ !Ihsou'" kai;

levgei aujtoi'", !'Hran to;n kuvrion ejk tou'

mnhmeivou, kai; oujk oi[damen pou'

e[qhkan aujtovn.

20:3 !Exh'lqen ou\n oJ Pevtro" kai; oJ

a[llo" maqhthv", kai; h[rconto eij" to;

mnhmei'on.

20:4 e[trecon de; oiJ duvo oJmou': kai; oJ

a[llo" maqhth;" proevdramen tavcion

tou' Pevtrou kai; h\lqen prw'to" eij" to;

mnhmei'on,

20:5 kai; parakuvya" blevpei keivmena

ta; ojqovnia, ouj mevntoi eijsh'lqen.

20:6 e[rcetai ou\n kai; Sivmwn Pevtro"

ajkolouqw'n aujtw'/ kai; eijsh'lqen eij" to;

mnhmei'on, kai; qewrei' ta; ojqovnia

keivmena,

20:7 kai; to; soudavrion, o} h\n ejpi; th'"

kefalh'" aujtou', ouj meta; tw'n ojqonivwn

keivmenon ajlla; cwri;" ejntetuligmevnon

eij" e{na tovpon.

20:8 tovte ou\n eijsh'lqen kai; oJ a[llo"

maqhth;" oJ ejlqw;n prw'to" eij" to;

mnhmei'on kai; ei\den kai; ejpivsteusen:

20:9 oujdevpw ga;r h[/deisan th;n grafh;n

o{ti dei' aujto;n ejk nekrw'n ajnasth'nai.

20:10 ajph'lqon ou\n pavlin pro;" aujtou;"

oiJ maqhtaiv.

20:11 Mariva de; eiJsthvkei pro;" tw'/

mnhmeivw/ e[xw klaivousa. wJ" oue[klaien,

parevkuyen eij" to; mnhmei'on

20:12 kai; qewrei' duvo ajggevlou" ejn

leukoi'" kaqezomevnou", e{na pro;" th'/

kefalh'/ kai; e{na pro;" toi'" posivn,

o{pou e[keito to; sw'ma tou' !Ihsou'.

20:13 kai; levgousin aujth'/ ejkei'noi,

Guvnai, tiv klaivei"_ levgei aujtoi'" o{ti

!'Hran to;n kuvriovn mou, kai; oujk oipou' e

[qhkan aujtovn.

20:14 tau'ta eijpou'sa ejstravfh eij" ta;
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ojpi vsw, kai; qewrei' to;n !Ihsou'n

eJstw'ta, kai; oujk h[/dei o{ti !Ihsou'"

ejstin.

20:15 levgei aujth'/ !Ihsou'", Guvnai, tiv

klaivei"_ tivna zhtei'"_ ejkeivnh dokou'sa

o{ti oJ khpourov" ejstin levgei aujtw'/,

Kuvrie, eij su; ejbavstasa" aujtovn, eijpev

moi pou' e[qhka" aujtovn, kajgw; aujto;n

ajrw'.

20:16 levgei aujth'/ !Ihsou'", Mariavm.

strafei 'sa e jkei vnh le vgei au jtw' /

@Ebrai>stiv, @Rabbouni (o} levgetai

Didavskale).

20:17 levgei aujth'/ !Ihsou'", Mhv mou

a{ptou, ou[pw ga;r ajnabevbhka pro;" to;n

patevra: poreuvou de; pro;" tou;"

ajdelfouv" mou kai; eijpe; aujtoi'",

!Anabaivnw pro;" to;n patevra mou kai;

patevra uJmw'n kai; qeovn mou kai; qeo;n

uJmw'n.

20:18 e[rcetai Maria;m hJ Magdalhnh;

a jggevllousa toi'" maqhtai '" o{ti

@Ewvraka to;n kuvrion, kai; tau'ta

eiaujth'/.


